
 

  アンテナ・伝播研究専門委員会からのお知らせ 

  No.126/2017 年 8 月 
-------------------------------------------------------------------------------- 

「アンテナ・伝播研究専門委員会からのお知らせ」第126号をお届けします．  

 

【1】AWAP2017開催報告 

2017 Asian Workshop on Antennas and Propagation (AWAP2017) が，AP研第二種研究会とし

て6/28(水)～30(金)に北海道大学で開催されました．参加者は112名(日本80名，韓国27名，タイ5名)で

した．同会議においてAWAP 2017 Electromagnetic Awardを受賞されたタイ王国モンクット王工科大学の

Monai Krairiksh先生によるプレナリー講演の他，18件の招待講演と55件のポスター講演が行われました．こ

の会議では，アジア諸国の学生間の国際交流・技術交流が深めることを目的として，学生ポスターセッションお

よび学生が主体となって運営まで取り仕切る学生ウェルカムレセプションが実施され，6名の学生にYoung 

Scientist Awardが授与されました．今回，準備や運営にご尽力いただきましたAP研国際委員会，会場の

北大の皆様，ありがとうございました．来年のAWAP2018は，タイ・パタヤでの開催が予定されています． 

 

【2】BWS-1開催報告およびBWS-2再開催案内 

7/7(金)に，構造計画研究所においてAP研の新企画である第1回ベーシックワイヤレスシリーズ(BWS-1)

「アンテナ・無線システムのための線形代数(菊間先生)」が開催されました．AP研WS群において基礎科目と

しては，アンテナ伝搬基礎講座(KK)シリーズがありますが，これは「電磁気学」，「伝送線路」，「アンテナ」およ

び「電波伝搬」の基礎を2日間で受講するものであり，

主に大学研究室に配属された学生・企業の新入社

員を対象としています．一方，このBWSは，アンテナ・

電波伝搬分野研究者の基礎的な技術固めを目的と

した新たな形態のワークショップです．専門分野を研究

する際に必要となる基礎的な数学や物理をテーマとし

たアドバンスな基礎科目を取り扱います．通常のWS

でも一定の基礎には言及しますが，このBWSではいく

つかの専門分野やWSにまたがる基礎テーマを選定し

て「使う立場からの数学・物理」を優しく解説することを

目指しています．したがって，対象としている主な受講

者は，すでに最先端の研究を手掛けている研究者と

設定しています． 



 今回は，第1弾としてアレーアンテナやアレー信号処理に用いる線形代数をとりあげました．講師は，WS，

AWSに続き3回目(3テーマ目)となる菊間先生です．その意気込みを先生のお言葉を借りて表現すると，「次

世代のAP研究者への遺書です」ということになります．菊間先生の並々ならぬ意気込みを感じます．第5世代

移動通信のMIMOアンテナ等のアレーアンテナのコア技術である線形代数を，わかりやすく解説頂きました．非

常に濃い内容で，皆様熱心に受講し，多数の質問がありました．  

今回，60名の定員が瞬く間に満員となってしまったため，下記のとおり，9月に再開催することになりました．

アレーアンテナや無線システムの研究者の方の受講をお待ちしております．申込みの詳細はAP研HPで． 

 ・BWS-2 「アンテナ・無線システムのための線形代数(菊間先生)」 

 ・9/19(火) 東京工業大学 大岡山キャンパス 西8号館2階コラボレーションルーム 

【3】WS-R22の開催案内 

 ・WS-R22 「FDTD法 基礎から最新技術まで（有馬先生）」 

 ・10/26(木) 尼崎中小企業センター 401会議室 

2015年11月に開催され好評だったWS-51の再開催となります．前回聴講できなかった方，西日本方面の方，

関西・尼崎が大好きな方を中心に是非ご参加ください．申込みの詳細はAP研HPで． 

【4】KK-14九州開催案内 

・アンテナ伝搬基礎講座(KK-14) 「電磁気学」「伝送線路」「アンテナ」「電波伝搬」 

・11/24(金)・25(土) 福岡工業大学 FITホールセミナー室1・2 

恒例となっている九州支部・AP研共同主催の企画です．アンテナは田口先生(長崎大)に，電波伝搬は市

坪先生(九工大)に担当いただきます．また，特別講演も併せて企画しています．申込み等の詳細は下記の

信学会九州支部HPで．https://www.ieice.org/kyushu/koushu/apws.html 

【5】 今後の一種研開催案内 

次回は，9/21(木)・22(金)に，MW研との併催で埼玉大にて開催されます．サムテックの小林禧夫先生お

よび茨城大の鹿子嶋先生による特別講演，埼玉大の大平昌敬先生によるチュートリアル講演が企画されて

います．10月は学生特集で八戸商工会館，11月はRCS研と併催で福岡大です． 

【6】 訃報 

AP研顧問，元三菱電機㈱情報技術総合研究所長，元金沢工業大学教授の片木孝至先生(享年76

歳)におかれましては，8/3(木)の早朝にご逝去されました．心より哀悼の意を表するとともに，ご冥福をお祈り申

し上げます． 

【7】 副委員長の戯言「アンテナのある風景」 

論文やプレゼン資料において，各種表記方法には一定のルールがありますね．例えば，表のキャプションは当

該表の上，図のキャプションは当該図の下，などです．研究室配属や新入社員時に先輩方から習ったものと

思います．最近の研究会のプレゼンを拝見していると，単位の表記法が少し気になっています．一般に，具体

的な数値の場合には単位に[]はつけません．一方，変数の場合には単位に[]をつけることになります．例として，

15 cm, 10 dBi，L [cm], G [dBi]のようになります．少し気にしてみては如何でしょうか． 

先日，大学食堂で立ち食いコーナー(カウンター)が設置されていることを知り大変驚きました．時代は変わっ

ていくんだなぁと実感した次第です．その日はとても混んでいたため，結局，私も立ち食い昼食してしまいました． 

【Q&A】 今年のソサイエティ大会でのAP研一般講演は161件でした．これも皆様のアクティブな研究活動の

賜物であると感謝いたしております．さて，この講演数について，当てはまるのは次のうちどれでしょうか? ①つい

に2位に転落した，②Aソサイエティ一般講演より少なかった，③Cソサイエティ一般講演より多かった．    

(前回の答え．AP研国内研究会最北端開催地は，2015年7月の稚内です．最東端は精査中です・・・．) 

※お詫びと訂正 前号で「伝搬セッションは14回目」と記載しましたが正しくは「13回目」でした．<(_ _)> 
 
〈問い合わせ先〉 
アンテナ・伝播研究専門委員会副委員長  山口 良 （ソフトバンク） 
E-mail：ap_ac-chair＠mail.ieice.org (AP研執行部のメールアドレス) 
AP-NET：AP研の最新情報を毎月メールにてお届けします!! 登録はAP研HPにて 
AP研HP：http://www.ieice.org/cs/ap/jpn/ 


